
ま
ち
づ
く
り
の
種
ま
き
、
き

っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
活
動
を

は
じ
め
、
広
く
賛
同
を
得
て
発

展
が
見
込
め
る
団
体
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
地
域
活
動

の
拠
点
と
な
る
施
設
や
伝
統
文

化
継
承
・
歴
史
的
施
設
の
整
備

な
ど
も
支
援
し
ま
す
。

◇
助
成
内
容

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
助
成

（
上
限
十
万
円
）

立
ち
上
げ

て
間
も
な
い
団
体
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
活
動

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成

（
上
限
五
十
万
円
）

団
体
が

継
続
し
て
き
た
活
動
の
拡
大
や

充
実
が
図
れ
、
さ
ら
に
大
き
な

取
組
み
に
つ
な
が
る
活
動

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
助
成

（
上
限
百
万
円
）

地
域
住
民

や
企
業
な
ど
の
賛
同
を
得
て
、

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
活
動

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助

成
（
上
限
五
百
万
円
）

地
域

活
動
の
解
決
に
つ
な
が
る
拠
点

整
備
や
伝
統
文
化
継
承
の
た
め

の
施
設
整
備
、
歴
史
的
施
設
の

改
修
、
花
壇
の
整
備
な
ど
、
ま

ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を

活
動
団
体
に
助
成
金

ち
の
魅
力
が
向
上
す
る
活
動

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
調

査
研
究
助
成
（
上
限
十
万
円
）

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助
成

事
業
に
応
募
予
定
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
夢
を
具
体
的
な
形

に
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
行

う
活
動

◇
対
象

市
内
で
活
動
す
る

非
営
利
・
公
益
団
体

※
宗
教
的
・
政
治
的
に
活
動

し
て
い
る
団
体
を
除
く
。

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
５
月

日

６
月

日

に
ま
ち
づ
く

り
支
援
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で

※
申
請
書
は
ま
ち
づ
く
り
支

援
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
ま
ち

づ
く
り
支
援
課
へ
相
談
し
て
か

ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
助

成
事
業
説
明
会
】

助
成
に
申
請
予
定
の
団
体
や

興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
と
き

５
月

日

☆
午
後
１
時

分

３
時

分
ま
た
は
午
後
６
時

分

８

時

分
◇
と
こ
ろ

市
役
所
一
八
階

会
議
室

※
申
請
予
定
で
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

◇

◇

◇
申
請
・
問
合
先

ま
ち
づ

く
り
支
援
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
３
５
０
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
２

市では、 地域を大切にしたい コミュニテ
ィの輪を広げたい と活動している方の“夢”を
応援しています。
あなたもまちづくり活動にチャレンジしてみま

せんか。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
地
域
で
見
守
り

パ
ト
ロ
ー
ル
（
善
根
寺
町
安
全
推
進
委
員
会
）

子育てをするお母さんたちにホッとする場所
を提供（ 東大阪・大東 めざめ の
びのび広場 ）

四
季
折
々
の
花
を
植
え
て
花
園
駅
周
辺
を
に
ぎ
や
か
に

（
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

園
芸
な
か
ま
）



歳
未
満
の
子
ど
も
三
人
以
上
養
育
者
対
象

子子子子子子子子
育育育育育育育育
てててててててて
支支支支支支支支
援援援援援援援援
金金金金金金金金
制制制制制制制制
度度度度度度度度
をををををををを
創創創創創創創創
設設設設設設設設

子
育
て
支
援
金
制
度
を
創
設

市
で
は
、平
成

年
度
か
ら
、

歳
未
満
の
子
ど
も
を
三
人
以

上
養
育
し
て
い
る
方
が
年
度
分

の
国
民
健
康
保
険
料
を
完
納
す

る
と

子
育
て
支
援
金

を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歳
未
満
の
子
ど
も
三
人
目

か
ら
人
数
に
応
じ
て
均
等
割
額

（
軽
減
適
用
後
）
の
二
分
の
一

を
子
育
て
支
援
金
と
し
て
翌
年

５
月
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
が
翌
年
３

月
末
日
ま
で
に
保
険
料
を
完
納

す
る
と
、
４
月
に
振
込
先
を
確

認
す
る
通
知
を
対
象
世
帯
に
送

り
、
５
月
に
振
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
平
成

年
度
国
民
健

（表 ）平成 年度保険料計算基準（保険料率）

※介護分は 歳 歳の被保険者（介護２号）だけで計算。
※支援金分は、後期高齢者支援金分。

所
得
割
額

医療分 世帯全員の前年中の賦課標準所得金
額× ％

支援金分 世帯全員の前年中の賦課標準所得金
額× ％

介護分 介護２号の前年中の賦課標準所得金
額× ％

均
等
割
額

医療分 円×世帯の被保険者数

支援金分 円×世帯の被保険者数

介護分 円×介護２号該当被保険者数

平
等
割
額

医療分 １世帯当たり 円

支援金分 １世帯当たり 円

介護分 介護２号該当の１世帯当たり 円

所
得
割
額

均
等
割
額

平
等
割
額

康
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、
６

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

参
考
・
平
成

年
度

歳
未
満
の
子
ど
も
が
三
人

い
る
世
帯
で
、
ほ
か
に
軽
減
な

ど
が
な
い
場
合

均
等
割
（
子

ど
も
一
人
分
）
﹇
二
万
八
千
二

十
円
（
医
療
分
）
＋
八
千
七

百
六
十
円
（
支
援
金
分
）
〕
の

半
額

一
万
八
千
三
百
九
十
円

を
交
付
（
表

参
照
）

歳

歳
を
対
象
に

特
別
徴
収
を
開
始

国
保
に
加
入
す
る

歳

歳
の
世
帯
主
を
対
象
に
、
平
成

年

月
か
ら
の
保
険
料
を
給

付
さ
れ
る
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
自
動
徴
収
）
し
ま
す
。

次
に
あ
げ
る
す
べ
て
の
項
目

に
あ
て
は
ま
る
方
が
対
象
で
す
。

◇
対
象

世
帯
主
が
国
保

の
被
保
険
者
（
加
入
者
）

国
保
の
被
保
険
者
（
加
入
者
）

全
員
が

歳
以
上

歳
未
満

年
金
の
年
額
が

万
円
以
上

で
、
国
保
保
険
料
と
介
護
保
険

料
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の

二
分
の
一
を
超
え
な
い

※
た
だ
し
、
平
成

年
度
に

お
い
て
、
全
期
前
納
納
付
（
６

月
に
一
括
納
付
）
し
て
い
る
、

ま
た
は
、
口
座
振
替
で
完
納
し

て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

【
特
別
徴
収
開
始
ま
で
は
納

付
書
で
】

国
保
の
年
間
保
険
料
は
、
毎

年
６
月
に
決
定
し
、
通
知
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
特
別
徴

収
開
始
ま
で
の
６
月

９
月
の

四
回
分
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

月
、

月
、
来
年
２
月
に
、

年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
自
動
徴

収
）
し
ま
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
方
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
６
月

来
年
３
月
の
十
回

で
、
毎
月
末
日
ま
で
に
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平成 年度国民健康保険料

平
成

年
度
分
の
保
険
料
を

納
め
忘
れ
て
い
た
り
遅
れ
た
り

し
て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に
保
険

料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
分
の
未
納
保
険

料
が
あ
る
と
、
平
成

年
度
分

保
険
料
と
支
払
い
が
二
重
と
な

り
、負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
状
況
が
保
険
証
の

有
効
期
限
に
も
影
響
し
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
を

続
け
る
と
、
医
療
費
が
一
旦
全

額
自
己
負
担
と
な
る

資
格
証

明
書

の
交
付
対
象
と
な
り
、

保
険
証
の
返
還
を
求
め
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
も
な
く
滞
納
を

続
け
る
方
は
、
滞
納
処
分
と
し

て

財
産
の
差
押
え

の
対
象

と
な
り
、
財
産
に
つ
い
て
の
調

査
や
差
押
え
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

夜
間
・
休
日
納
付
相
談

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
保
険
料
課
で
納
付

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

次
の
日
程
で
夜
間
・
休
日
納
付

相
談（
来
所
の
み
）を
行
い
ま
す
。

保
険
料
決
定
通
知
書
（
納
付

書
）
な
ど
通
知
書
番
号
の
わ
か

る
も
の
を
持
参
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◇
と
き

夜
間

５
月

日

日

午
後
５
時

分

８
時

休
日

５
月

日

、
６
月
１
日

午
前

時

午
後
４
時

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

医
療

保
険
室
保
険
料
課

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
り
、

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
基
準

額（
表

）以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

決
定
通
知
書
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
条
件

全
期
前
納

に
よ
る
報
奨
金
を
受
け
て
い
な

い

歳
以
上
の
被
保
険
者

全
員（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）が

税
務
署
・
市
民
税
課
な
ど
に
所

得
申
告
し
て
い
る

国
民
健

康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
（
徴

収
猶
予
の
承
認
を
受
け
、誓
約

納
付
履
行
中
の
世
帯
は
除
く
）

※
不
況
な
ど
に
よ
る
所
得
減

少
は
減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
減
免
の
範
囲

風
水
害

・
火
災
・
地
震
・
落
雷
・
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

事
業
の
休
廃
業
・
失
業
な
ど

に
よ
り
、
加
入
世
帯
の
所
得
が

前
年
中
の
所
得
よ
り
四
割
以
上

減
少
し
た
と
き

世
帯
に
原

子
爆
弾
被
爆
者
が
い
る
と
き

世
帯
に
障
害
者
（
身
体
障
害

者
手
帳
一
・
二
級
、
療
育
手
帳

・

１
、精
神
障
害
者
一
級
）

が
い
る
と
き

母
子
・
父
子

世
帯
で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
と
き
（
た
だ

し

歳
以
上
の
子
ど
も
が
い

な
い
こ
と
）

昭
和

年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
み
の
世

帯
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
所

得
に
よ
り
、
ほ
か
の
者
を
扶
養

し
て
い
る
と
き

保
険
料
を
緩
和
し
ま
す

【
国
保
世
帯
で
世
帯
員
が
長

寿
医
療
（
後
期
高
齢
）
に
移
行

で
単
身
世
帯
に
な
っ
た
場
合
】

同
じ
世
帯
の
方
が
国
民
健
康

保
険
か
ら
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
移
行

す
る
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険

の
単
身
世
帯
と
な
っ
た
場
合
、

五
年
間
は
保
険
料
の
平
等
割
額

を
半
額
に
し
ま
す
。

【
被
用
者
保
険
の
本
人
が
長

寿
医
療
に
移
行
で
国
保
世
帯
に

な
っ
た
場
合
】

被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な

ど
）
の
被
保
険
者
本
人
が
長
寿

医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
が

歳
以

上
で
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
場
合
、
二
年
間
は
減

免
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
所
得

割
額
を
免
除
し
、
均
等
割
額
を

半
額
に
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
被

扶
養
者
の
み
の
世
帯
は
平
等
割

額
も
合
わ
せ
て
半
額
に
し
ま
す
。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

医

療
保
険
室
保
険
料
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

減免受付は６月中旬から減免受付は６月中旬から

（表 ）平成 年度所得基準

世帯
人数

高齢者 障害者
ひとり親
家庭

１人 万円 万円

２人 万円 万円 万円

３人 万円 万円 万円

※１人増えるごとに、 万円を加算。

園
や
市
の
施
設
な
ど
に
立
て

て
い
ま
す
。

予
報

み
ど
り
色

注
意
報

黄
色

警
報

だ
い
だ
い
色

重
大
警
報

え
ん
じ
色

ま
た
、
府
の
メ
ー
ル
配
信

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
発
令

状
況
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン

携
帯
電
話

【
予
報
・
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
と
き
】

屋
外
で
の
激
し
い
運
動

や
水
泳
な
ど
は
避
け
、
屋
内

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令

状
況
を

の
ぼ
り

な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

の
ぼ
り
は
、
発
令
内
容
に

よ
っ
て
色
分
け
し
、
各
学
校

へ
入
る

自
動
車
の
使
用

は
控
え
る

【
被
害
に
あ
っ
た
と
き
】

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ

た
ら
、
水
道
水
で
洗
っ
て
安

静
に
し
、
症
状
が
重
い
と
き

は
、
す
ぐ
に
専
門
医
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被

害
だ
と
思
わ
れ
た
ら
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
連
絡
・
問
合
先

公

害
対
策
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
０
３
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
８

地
域
健
康
企
画
課

０
７

２（
９
６
０
）３
８
０
１
、

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
６

発令のときはご注意を

予
報

み
ど
り
・
注
意
報

黄
色

警
報

だ
い
だ
い
・
重
大
警
報

え
ん
じ

予
報

み
ど
り
・
注
意
報

黄
色

警
報

だ
い
だ
い
・
重
大
警
報

え
ん
じ

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
企
業
育
成
室
の
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
事
業
展
開
を
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
、
ま

た
は
新
製
品
の
開
発
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
中
小
企
業
者

は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
（
次
の
二
つ
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
）

中
小
企
業
者
で
、
資
本

金
三
億
円
以
下
の
会
社
、
ま

た
は
従
業
員
数
三
百
人
以
下

の
会
社
・
個
人

創
業
期
ま
た
は
新
分
野

開
拓
を
現
在
行
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
行
う
予
定
で
、
新

製
品
な
ど
の
研
究
お
よ
び
開

発
と
事
業
化
に
積
極
的
な
意

欲
を
も
ち
、
企
業
育
成
室
を

利
用
す
る
こ
と
で
そ
の
事
業

化
が
促
進
さ
れ
る
方

◇
使
用
施
設
・
募
集
数

企
業
育
成
室（
入
居
は
７
月
）

・
三
室
（
面
積
は
各
六
十
三

平
方

）

◇
使
用
料
金

月
額

五
万
六
千
七
百
円

保
証

金

十
七
万
百
円

共
益

費

二
万
二
百
二
十
三
円

※
電
気
代
な
ど
は
別
途
必

要
。◇

使
用
可
能
日
時

午
前

９
時

午
後
９
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
と

月

日

翌
年
１
月
４
日
を
除
く
）

◇
応
募
方
法

申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書

類
を
添
え
て
、
５
月

日

６
月

日

に
直
接
持
参

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◇
申
請
書
配
布
・
応
募
・

問
合
先

モ
ノ
づ
く
り
支

援
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
７
７
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
４
６

産
業

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
５
）
３
３
２
５
、

０
６
（
６
７
８
５
）
３
３

６
３

企
業
育
成
室

国 保国 保

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）



ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 第 号 平成 年 月 日

健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う

年
一
回
は
特
定
健
診
の
受
診
を

健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う

年
一
回
は
特
定
健
診
の
受
診
を

平
成

年
度
の
医
療
制
度
改

正
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
が
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
が

歳

か
ら

歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と

を
目
的
に
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

年
に
一
度
は
特
定
健
康
診
査

を
受
け
て
、
健
康
管
理
や
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

◇
受
診
内
容

問
診
、
理
学

的
所
見
、
血
圧
、
計
測
（
身
長

・
体
重
・
腹
囲
）、
尿
検
査
、

血
液
検
査

※
医
師
の
判
断
な
ど
に
よ
り
、

貧
血
検
査
、心
電
図
検
査
、
眼

底
検
査
を
実
施
。

◇
受
診
時
の
注
意

血
糖

値
な
ど
の
結
果
に
影
響
を
お
よ

ぼ
す
た
め
、
健
診
前
の

時
間

は
水
以
外
の
飲
食
物
の
摂
取
は

控
え
る

健
診
の
前
日
は
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
、
激
し
い
運
動

は
控
え
る

◇
特
定
健
診
と
同
時
に
受
診

で
き
る
検
査

肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査（
自
己
負
担
あ
り
）

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い

歳
以
上
の
方
の
生

活
機
能
評
価
（
費
用
無
料
・
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
）

◇
結
果
通
知

受
診
者
全
員

に
結
果
を
送
付

◇
保
健
指
導

健
診
結
果
に

応
じ
て
保
健
指
導
の
利
用
券
を

送
付※

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
リ
ス
ク
の
高
さ
に
よ
り

三
段
階
の
支
援
に
分
か
れ
ま
す
。

リ
ス
ク
が
よ
り
高
い
方

積

極
的
支
援

リ
ス
ク
が
あ
る

方

動
機
づ
け
支
援

心
配

の
な
い
方
、
治
療
中
の
方

情

報
提
供

【
市
国
保
で
な
い
方
は
加
入

の
医
療
保
険
者
に
確
認
を
】

東
大
阪
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
以
外
の
方
は
、
加
入

の
医
療
保
険
者
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
医
療
保
険
者
は
、
健

康
保
険
証
で
わ
か
り
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

医
療
保
険
室
保

険
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
０
５
１
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
５

若者をタバコから守れ若者をタバコから守れ世
界
禁
煙
デ
ー
は

（
世
界
保
健
機
構
）
が
定
め
た

も
の
で
、
喫
煙
者
に
は
二
十
四

時
間
喫
煙
を
控
え
る
よ
う
に
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
喫
煙
と

健
康
に
つ
い
て
考
え
る
日
で

す
。
ま
た
、
５
月

日

か
ら

６
月
６
日

ま
で
を

禁
煙
週

間

と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
喫
煙
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策

受
動
喫
煙
と
は
、
他
人
の
タ

バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の

悪
影
響
は
、
流
涙
、
鼻
閉
、
頭

痛
な
ど
の
諸
症
状
や
呼
吸
抑

制
、
心
拍
増
加
、
血
管
収
縮
な

ど
の
生
理
学
的
反
応
と
慢
性
的

な
影
響
と
し
て
、
肺
が
ん
や
循

環
器
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
が
起

こ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
で
の
受
動
喫
煙
防

止
義
務
を
示
し
た

健
康
増
進

法
が
平
成

年
に
施
行
さ
れ
、

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
取
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
対
策

と
し
て
、６
月
１
日

か
ら

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
健
康
を
守
る

と
と
も
に
、
将
来
を
担
う
若
者

に
き
れ
い
な
空
気
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
ょ
う
。

【
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

世
界
禁
煙
デ
ー
を
前
に
、
５

月

日

午
前
８
時
か
ら
９
時

ま
で
、
小
阪
・
若
江
岩
田
・
瓢

山
・
荒
本
駅
前
で
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配
布
す
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
す
。

【
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

禁
煙
マ
ラ
ソ
ン
で
体
に
い
い

こ
と
始
め
ま
せ
ん
か
。
禁
煙
マ

ラ
ソ
ン
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
禁
煙
を
達
成

し
た
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
自
分

に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
メ
ー

ル
で
提
供
す
る
禁
煙
法
で
す
。

◇
対
象

妊
娠
中
ま
た
は
授

乳
中
で
、
６
か
月
間
継
続
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ
る
方

※
登
録
し
た
翌
日
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
メ
ー
ル
が
届
き
、
掲
示

板
で
禁
煙
し
た
人
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
登

録
費
用
は
無
料
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
通
信
費

の
み
必
要
で
す
。

◇
申
込
方
法

氏
名
、

メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
健
康
づ
く
り

課
へ
連
絡
す
る
と
、
案
内
メ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。
案
内
メ
ー
ル

に
沿
っ
て
登
録
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
ぜ
っ
た
い
禁
煙
宣
言
】

市
内
の
医
療
機
関
で
保
険
適

応
に
よ
る
禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
て
い
ま
す（
表
）。
受
診

す
る
場
合
は
、
直
接
各
医
療
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

禁
煙
バ
ッ
チ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の

配
布
、
紙
芝
居
・
絵
本
な
ど
の

貸
し
出
し
、
禁
煙
・
防
煙
教
育

の
個
別
相
談
、
集
団
教
育
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
２
、

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
９

東
・
中
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー

東

０
７
２（
９
８
２
）２
６

０
３
、

０
７
２
（
９
８
６
）

２
１
３
５

中

０
７
２

（
９
６
５
）６
４
１
１
、

０
７

２（
９
６
６
）６
５
２
７

西

０
６（
６
７
８
８
）０
０
８
５
、

０
６（
６
７
８
８
）２
９
１
６

医療機関名 所 在 地 電話番号

みぞはたクリニック 六万寺町２ ７ （ ）

いわさきクリニック 鳥居町８ ６ （ ）

森外科病院 中石切町２ ４ （ ）

秋山内科 花園東町２ （ ）

森本記念クリニック 横枕１ ７ （ ）

橋村医院 島之内２ ３ （ ）

さんだクリニック 菱江１ ２ （ ）

つゆぐちクリニック 足代新町３ （ ）

竹村内科 菱屋西３ ４ （ ）

酒井医院 菱屋西２ ７ （ ）

大熊医院 荒川２ １ （ ）

市立総合病院（禁煙外
来・完全予約制）

西岩田３ ４ ５ （ ）

医療機関名 所 在 地 電話番号

禁煙プログラムの提供医療機関 （平成 年４月現在）

やる気になる生活習慣改善教室

やメタボ会

おもしろ体験実感型の教室です。楽
しみながら学びませんか。 とき ６
月５日 、７月 日 、８月 日 、
９月 日 、 月 日 午後１時
分 ３時 分（８月 日は午前９時
分からで、計５日間） 内容 高性能
歩数計体験、自分でできる簡単食事診
断など 対象 歳未満で糖が少し高
めだと言われたことがあるまたはメタ
ボリックシンドロームが気になるなど
まだ治療していない方（ がお
おむね ％以上または空腹時血糖
／ 以上）
■ところ・申込・問合先 中保健セ

ンター

楽しく食べようかしこく食べよう

昼食交流会

ヘルスメイトといっしょに、活動的
な 歳をめざしませんか。 とき ５
月 日 午前 時 分 午後２時
分 内容 調理実習と運動実習 おい
しく食べて、心地良く動いて寝たきり
予防 対象・定員 満 歳以上の独
居（昼間独居）および高齢者世帯の方
・ 人（申込先着順） 費用 円
※エプロン、手ふき、筆記用具を持
参。
■ところ・申込・問合先 東保健セ

ンター

マタニティ歯科健診

歯科医師の健診と歯科衛生士のアド
バイスなどを行います。 とき ５月
日 午後１時 分から 対象・定
員 おおむね妊娠 週以上の妊婦・
人（申込先着順・時間予約）
■ところ・申込・問合先 中保健セ

ンター

夜間エイズ即日検査

検査当日に結果が分かります。この
機会にぜひエイズ検査を受けましょ
う。 とき ６月３日 午後５時
分 ７時 分 ところ 中保健センタ
ー 定員 人（当日先着順） ※検
査は匿名で受けられます。
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ）

健康診断・診断書発行

７月から廃止

平成 年度からの医療制度改正によ
り、医療保険者が健康診査を実施し保
健指導が充実されることになったた
め、これまで保健センターで行ってい
た一般健康相談（健康診断・診断書発
行）は、平成 年６月 日で廃止しま
す。就職や入学などのための健康診断
は、医療機関をご利用ください。
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ）

笑う介護予防教室

はつらつ楽集会

みんなでわいわい言いながら新しい
体験をして、こころもからだも若返り
ましょう。 とき ６月からの第１・
３月曜日 午前 時 時 分（計
日間） 内容 布ぞうり作り、折り紙、
絵手紙、ダンベル体操とダンベル作り、
歌体操、骨密度測定、調理実習、若さ
の秘けつ講話など 対象 歳以上の
方 ※実費あり。
■ところ・申込・問合先 中保健セ
ンター

栄養バランス教室

うす味でもおいしい料理をヘルスメ
イトと楽しく学びます。 とき ６月
５日 午後１時 ３時 分 内容
講話と調理実習 うす味でおいしいヘ
ルスメイトおすすめ料理 費用
円 ※エプロン、手ふき、筆記用具を
持参。
■ところ・申込・問合先 西保健セ
ンター

ペットの犬・猫

マナーを守って飼いましょう

ペットとの生活は楽しいものですが、
飼い主はマナーを守り迷惑をかけない
ように飼いましょう。 犬のフンは
責任をもって処理する（条例で定めて
います） 不幸な命を増やさないた
めに避妊・去勢手術を考える 犬の
放し飼い、放し散歩は絶対にやめる
■問合先 動物指導センター

（ ） 、 （ ）

肺がん・結核エックス線検診

とき・ところ ６月 日 午前
９時 分 時 西保健センター
６月 日 午後２時 ３時 東診療
所（申込みは東保健センターへ）
６月 日 午後２時 分 ３時 分
中保健センター 内容・対象 肺
がん検診 市内在住の 歳以上の方
結核検診 市内在住の 歳以上の方
定員 各 人
■申込・問合先 東・中・西保健セ

ンター

【
東
大
阪
市
国
保
加
入
者
の

特
定
健
診
・
保
健
指
導
】

◇
対
象

歳
か
ら

歳
ま

で
の
方
で
４
月
１
日
現
在
東
大

阪
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

◇
受
診
方
法

国
民
健
康
保

険
証
と
受
診
券
を
持
参
し
、
府

内
の
契
約
医
療
機
関
で
受
診

（
費
用
無
料
）

※
特
定
健
診
の
受
診
が
可
能

か
を
事
前
に
医
療
機
関
へ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。



バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

高
齢
者

障
害
者
居
住
住
宅

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
が
居

住
す
る
平
成

年
１
月
１
日
以

前
か
ら
所
在
の
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）
を
、
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
し
た
場
合
に
、

所
有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
固

定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
改
修
工
事
と

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
対
象

廊
下
の
拡
幅

階
段
の
勾
配
の
緩
和

浴

室
の
改
良

ト
イ
レ
の
改
良

手
す
り
の
取
付
け

床
の

段
差
の
解
消

引
き
戸
へ
の

取
替
え

床
表
面
の
滑
り
止

め
化◇

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
要

件

改
修
工
事
の
費
用
が
補
助

金
や
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
を

除
く
自
己
負
担
が
三
十
万
円
以

上
で
、
平
成

年
４
月
１
日

平
成

年
３
月

日
に
改
修
工

事
し
た
住
宅

◇
居
住
者
要
件

歳
以

上
の
方

要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

方

障
害
の
あ
る
方

◇
減
額
す
る
額

当
該
住
宅

に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
の
三

分
の
一
（
一
戸
あ
た
り
百
平
方

相
当
分
ま
で
に
限
る
）

◇
減
額
期
間

改
修
工
事
完

了
の
翌
年
度
か
ら
一
年
間

◇
申
請
方
法

工
事
内
容
・

費
用
が
わ
か
る
書
類
や
明
細

書
、工
事
箇
所
が
わ
か
る
写
真
、

居
住
者
要
件
を
示
す
書
類
な
ど

を
添
付
し
、
改
修
後
三
か
月
以

内
に
申
請耐

震
改
修

昭
和

年
１
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
の
住
宅
を
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
工

事
を
す
る
と
、
所
有
者
か
ら
の

申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税
を
減

額
し
ま
す
。

◇
耐
震
改
修
の
要
件

現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
改
修

で
、
費
用
が
三
十
万
円
以
上
で

固
定
資
産
税
を
減
額

バ
リ
ア
フ
リ
ー

耐
震
改
修

あ
る
こ
と

◇
減
額
す
る
額

当
該
住
宅

に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
の
二

分
の
一
（
一
戸
あ
た
り
百
二
十

平
方

相
当
分
ま
で
に
限
る
）

◇
減
額
期
間

平
成

年
に
耐
震
改
修
が
完
了
し
た

場
合

改
修
工
事
完
了
の
翌
年

度
か
ら
三
年
間

平
成

年
の
場
合

二
年
間

平

成

年
の
場
合

一
年
間

◇
申
請
方
法

指
導
監
察
課

・
建
築
士
・
登
録
住
宅
性
能
評

価
機
関
な
ど
が
発
行
す
る
現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
や
耐
震

改
修
に
か
か
る
工
事
費
が
わ
か

る
書
類
な
ど
を
添
付
し
、
改
修

後
三
か
月
以
内
に
申
請

◇

◇

制
度
の
利
用
を
考
え
て
い
る

方
は
、
工
事
を
す
る
前
に
要
件

に
当
て
は
ま
る
か
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

課
税
減
額
お

よ
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
つ

い
て

固
定
資
産
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
４
０

４
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

指
導
監
察
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
４
５
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
４

納期限は６月２日

固定資産税 都市計画税第１期分

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
一
期
分
の
納
期
限
は
６
月
２

日

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
市

税
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便

局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
、
１
月
１
日
現
在
、
登
記
簿

に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て

い
る
方
に
、
そ
の
年
度
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
土
地
や
家
屋
を

売
買
し
た
場
合
は
、
契
約
内
容

な
ど
を
売
主
、
買
主
が
お
互
い

に
確
認
し
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。一

年
分
の
税
金
を
一
括
納
付

す
る
全
期
前
納
報
奨
金
制
度
を

利
用
す
る
と
、
年
税
額
か
ら
報

奨
金
を
差
し
引
い
た
額
で
納
付

で
き
ま
す
。
報
奨
金
は
納
税
通

知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
全
期
前
納
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
取
扱
期
限
は
６

月
２
日

ま
で
で
す
。

【
軽
自
動
車
税
】

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６

月
２
日

で
す
。
納
期
限
ま
で

に
市
税
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

郵
便
局
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
、
そ
の
年
度

分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
４
月
１

日
を
過
ぎ
て
か
ら
廃
車
手
続
き

を
し
て
も
そ
の
年
度
は
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
２
日

以
降
、
登
録
手
続
き
を
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
年
度
分
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

◇

◇

◇
問
合
先

固
定
資
産
税

の
課
税
内
容
に
つ
い
て

固
定

資
産
税
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
４
１

４
、

０
６（
４
３

０
９
）
３
８
１
０

軽
自
動

車
税
の
課
税
内
容
に
つ
い
て

税
制
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
３
４
、

０
６
（
４
３

０
９
）３
８
１
０

納
付
相

談
に
つ
い
て

納
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
４
８

５
２
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
８

昨
年

月
、
市
内
の
公
立
小
学
校
五
年
生
・
中
学
校
二
年
生

を
対
象
に

学
力
等
実
態
調
査

を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
市
内
公
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
学

力
お
よ
び
学
習
に
対
す
る
意
識
の
実
態
調
査
を
行
い
、
状
況
を

把
握
・
分
析
し
、
学
習
指
導
の
改
善
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
ふ
ま
え
て
、

小
学
校
で
は

国
語
・
算
数

、
中
学
校
で
は

国
語
・
数
学

・
英
語

の

学
力
実
態
調
査

と

学
習
意
識
調
査

を
あ

わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
分
析
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

学力等実態調査を実施

子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどもももももももももももたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちののののののののののの学学学学学学学学学学学力力力力力力力力力力力向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上へへへへへへへへへへへ子どもたちの学力向上へ

学
力
実
態
調
査

小
学
校
５
年
生

【
国
語
】

平
成

年
度
、
平
成

年
度

の
調
査
と
の
連
続
性
、

読
解

力
の
向
上

と
い
う
全
国
的
な

課
題
を
踏
ま
え
、
読
む
こ
と

言
語
事
項

に
重
点
を
お
い

て
調
査
し
て
い
ま
す
。

特
に

読
む
こ
と

で
は
、

前
年
度
同
様
、

文
章
全
体
を

読
み
通
す
力

文
章
の
構
造

を
読
み
取
る
力

筆
者
の
意

見
を
と
ら
え
そ
れ
に
対
す
る
自

分
の
考
え
を
書
く
力

の
弱
さ

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
言
語
事
項

で
は
、

漢
字
の
読
み
書
き
、
適
切
な
語

句
の
使
用
に
お
い
て
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
複
雑
な

字
形
や
よ
く
似
た
字
形
の
漢

字
、
日
常
的
に
使
用
す
る
こ
と

が
少
な
い
語
句
の
正
答
率
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
る
言

葉
だ
け
で
な
く
、
文
学
作
品
な

ど
に
あ
る
豊
か
な
日
本
語
を
多

学
力
実
態
調
査

く
身
に
つ
け
る
た
め
の
読
書
指

導
の
充
実
や
読
書
習
慣
の
定
着

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

読
む
こ
と

で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
は
、

読
む
力

書
く
力

の
課
題
と
も
つ
な

が
り
ま
す
。
系
統
立
て
た
指
導

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

【
算
数
】

数
量
関
係

で
は
、
昨
年

度
同
様
、
比
較
的
正
答
率
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、

量
と
測
定

で
の

単
位
換
算
や
数
と
計
算
で
の

小
数
・
分
数
を
具
体
的
な
場
面

で
使
用
す
る
力
に
つ
い
て
は
、

平
成

年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
同
様
、
課
題

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
授
業
に

生
活
場
面
を
想
定
し
た
活
動
を

重
視
し
、
よ
り
多
く
の
言
語
活

動
を
設
け
る
な
ど
、
早
急
な
学

習
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に

よ
り
、
算
数
科
に
よ
る
社
会
で

必
要
な
表
現
力
・
情
報
処
理
能

力
な
ど
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

中
学
校
２
年
生

【
国
語
】

小
学
生
同
様
、
読
む
こ
と

言
語
事
項

に
重
点
を
お
い

て
調
査
し
て
い
ま
す
。

特
に

文
章
の
構
造
を
正
確

に
読
み
取
る
力
に
つ
い
て
は
、

三
年
間
に
わ
た
っ
て
六
割
程
度

の
正
答
率
で
大
き
な
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

根
拠

を
示
し
て
意
見
を
述
べ
る
力

に
関
す
る
設
問
を
追
加
し
た
と

こ
ろ
、
無
解
答
が
五
割
近
く
と

な
り
、
本
市
で
と
り
わ
け
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

言
語
事
項

で
は
、
漢
字

の
読
み
書
き
に
お
い
て
、
ど
ち

ら
も
前
年
度
に
比
べ
て
無
解
答

が
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日

常
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
少
な

い
語
句
の
理
解
が
低
く
、
豊
か

な
日
本
語
を
よ
り
多
く
身
に
つ

け
る
た
め
に
も
、
文
学
作
品
の

鑑
賞
を
は
じ
め
と
す
る
読
書
指

導
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
重
点
化
し
て
き
た

読
む
こ
と

と

言
語
事
項

の
指
導
を
さ
ら
に
丁
寧
に
、
系

統
立
て
た
指
導
へ
と
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

【
数
学
】

数
量
関
係

の
正
答
率
が

数
と
式

な
ど
に
比
べ
弱
く
、

三
年
間
を
通
じ
て
同
じ
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

数
量
関
係

の
理
解
を
支
援
す
る
手
立
て
と

し
て
、
少
人
数
指
導
や

（
情
報
通
信
技
術
）の
効
果
的
な

活
用
な
ど
、
指
導
方
法
に
一
層

の
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

記
述
式

の
正
答

率
が

選
択
式

と
比
べ
て
弱

く
、
問
題
文
中
の
数
学
用
語
の

理
解
に
つ
い
て
も
弱
さ
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
数
学
科
に
お
い
て

も

言
語
力

を
養
う
取
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

意
識
調
査
の
結
果
か
ら
は
、

数
学
科
に
お
い
て
生
徒
が
興
味

関
心
を
も
つ
指
導
方
法
の
工
夫

が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
英
語
】

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ほ
ぼ

半
数
以
上
の
正
答
率
が
あ
り
、

ほ
か
と
比
較
す
る
と
お
お
む
ね

満
足
で
き
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
無
解
答
数
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
例
文
を

示
す
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
が
、

昨
年
度
以
上
に
無
解
答
数
が
増

え
、
大
き
な
課
題
を
残
し
て
い

ま
す
。

学
力
・
意
識
の
両
調
査
か
ら
、

英
語
を
学
ぶ
意
義
は
理
解
さ
れ

て
い
る
一
方
、
自
ら
英
語
で
表

現
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
と
い
う
英
語
本
来
の
意
義
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
ま

た
、
ほ
ぼ
半
数
が

英
語
が
楽

し
い
と
は
思
わ
な
い
と
答
え
、

意
欲
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
が

無
解
答
数
の
多
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
本
市
全
体
の
英
語
教

育
の
め
ざ
す
べ
き
姿
を
模
索

し
、

（
外
国
語
指
導
助

手
）の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
や
、

教
材
開
発
お
よ
び
指
導
法
研
修

な
ど
、
携
わ
る
者
す
べ
て
が
一

丸
と
な
っ
て
、
英
語
教
育
を
推

し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
習
意
識
調
査

今
回
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
調
査
で
し
た
が
、
昨

年
度
の
結
果
と
大
差
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
同
時

期
の
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
学

習
意
識
お
よ
び
実
態
に
は
、
ほ

ぼ
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

は
、
学
力
調
査
の
結
果
を

正

答
率

の
高
い
順
か
ら

の
四
層
に
分
け
、
正
答
率

と

学
習
意
識

の
関
係
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

小
学
校
５
年
生

学
習
意
識
は
、
学
習
時
間

学
校
へ
の
持
参
物
の
確
か
め

長
期
休
暇
の
学
習
方
法

学

校
へ
の
提
出
物

な
ど
お
お
む

ね
良
好
で
す
。
し
か
し
、

学

習
意
識

と

正
答
率

と
の

関
係
か
ら
次
の
課
題
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

帰
宅
後
の

学
習
時
間

読

書
時
間

が
長
く
、
塾
に
通
っ

て
い
る
児
童
は
、お
お
む
ね
正

答
率

が
高
い
こ
と
が
統
計
上

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、

事
前
準
備

を
行
い
、

提
出
物

を
き
っ
ち
り
出
し

学
習
意
識
調
査

て
い
る
児
童
や
、

長
期
休
暇

の
学
習
方
法

か
ら
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
興
味
を
も
ち
取
り
組

ん
で
い
る
児
童
は
、
正
答
率

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
逆
に
、
世
の
中
の
出
来
事

に
興
味
を
も
て
な
い
児
童
は
、

正
答
率

が
相
対
的
に
低
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

中
学
校
２
年
生

中
学
校
２
年
生
で
は
、

ま

っ
た
く
家
で
学
習
し
な
い

生

徒
が
四
〇

と
多
く（
昨
年
同

様
）、
ま
た
、
小
学
校
５
年
生

と
異
な
り
、

二
時
間
以
上
の

学
習

を
す
る
割
合
が
ど
の
層

で
も
激
減
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
定
期
テ
ス
ト
前
の

学
習
に
つ
い
て
は
、

層
に
お

い
て
も
約
半
数
が
一
週
間
前
か

ら
学
習
に
着
手
し
て
お
り
、
お

お
む
ね
定
着
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

読
書
時
間
に
つ
い
て
は
、
ま

っ
た
く
読
ま
な
い

生
徒
が
、

学
年
が
進
む
に
つ
れ
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
平
成

年
度
、
平
成

年
度

の
調
査
結
果
か
ら
）。

ま
た
、
学
習
準
備
を
は
じ
め

と
す
る

学
習
へ
の
か
ま
え

に
つ
い
て
は
、
小
学
生
同
様
、

正
答
率

と
関
係
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。中

学
校
２
年
生
で
は
、
卒
業

後
の
進
路
に
つ
い
て
、
九

が

な
に
も
考
え
て
い
な
い

と

答
え
、
進
路
へ
の
展
望
を
な
く

し
て
い
る
生
徒
が
少
な
か
ら
ず

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

層
で

は

な
に
も
考
え
て
い
な
い

が
二
〇

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
生
徒
た
ち
へ
の
個
別
の

か
か
わ
り
を
含
め
、
す
べ
て
の

生
徒
に
対
す
る
学
習
意
欲
を
喚

起
さ
せ
る
授
業
改
善
、
進
路
選

択
や
自
分
自
身
の
生
き
方
を
考

え
さ
せ
る
教
育
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇

◇

市
で
は
、
基
礎
・
基
本
の
徹

底
と
確
実
な
定
着
に
向
け
て
引

き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習
慣

の
確
立
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
日

に
、
登
山
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
と
き

５
月

日

※
雨
天
時
は
６
月
１
日

に

順
延
。
午
前
６
時
か
ら
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

☆
枚
岡
神
社
鳥
居
前
に
午

前
８
時

時
（
自
由
ス
タ

ー
ト
方
式
）
に
受
付
、
ゴ
ー

ル
は
午
後
４
時

分
ま
で

◇
コ
ー
ス

初
級

十

一

（
約
四
時
間
三
十
分
）

中
級

十
六

（
約
六

時
間
）

上
級

二
十
二

（
約
七
時
間
三
十
分
）

※
小
型
リ
ュ
ッ
ク
、弁
当
、

水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
着

替
え
な
ど
を
持
参
。

※
参
加
者
全
員
に
踏
破
認

定
カ
ー
ド
を
、
ま
た
踏
破
距

離
が
五
十

を
超
え
る
ご

と
に
踏
破
認
定
証
を
授
与
。

な
お
踏
破
認
定
カ
ー
ド
は
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
負
傷
者
に
は
応
急
処
置

を
し
ま
す
が
、
以
後
の
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

◇
当
日
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
・
問
合
先

青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
８
２
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
５

昨
年

月
か
ら
３
月
ま
で
に

使
っ
た
市
長
交
際
費
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
公
開

し
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
時
間

午
前
９
時

午
後
５
時

分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー

◇
問
合
先

秘
書
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
０
０
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
７

市長交際費執行状況（平成 年度下半期）

項 目 件数金額（円）
祝金、寸志、会費など
敬弔費
見舞金、せん別、謝礼など ０ ０
賛助金など １
賄料など ０ ０
その他（記念品） ０ ０

合 計

項 目 件数金額（円）

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
ベ
ビ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
タ

ッ
チ
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
】

◇
と
き

５
月

日

午
前

時

時

◇
と
こ
ろ

鴻
池
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
・
定
員

３
か
月

１
歳
未
満
の
未
歩
行
児
と

そ
の
保
護
者
・
二
十
五
組

（
申
込
先
着
順
）

◇
申
込
方
法

５
月

日

午
前

時

分
か
ら
電
話

で
【
お
で
か
け
講
座

お
む

つ
は
ず
れ
】

◇
と
き

６
月

日

午
前

時

時

◇
と
こ
ろ

孔
舎
衙
公
民

分
館◇

対
象
・
定
員

１
歳
６

か
月
以
上
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
・
十
五
組
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

６
月
６
日

午
前

時

分
か
ら
電
話

で

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

鴻
池

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７
４
８
）
８
２

５
１
、

０
６
（
６
７
４
３
）

０
５
７
７

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
親
子
で
か
ざ
ぐ
る
ま
を

作
ろ
う
】

◇
と
き

６
月
２
日

午
前

時

時

分

◇
講
師

か
ざ
ぐ
る
ま
の

会

小
林
弘
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

２
歳
６

か
月
以
上
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
・
二
十
組
（
申
込
先

着
順
）

◇
申
込
方
法

５
月

日

午
後
１
時

分
か
ら
電
話

で
【
子
育
て
相
談
デ
ー
（
保

育
あ
り
）
】

◇
と
き

５
月

日

、

日

午
後
１
時

分

２
時

分

午
後
３
時

４
時

◇
申
込
方
法

５
月

日

午
後
１
時

分
か
ら
電
話

で

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
８
８
）

１
０
５
５
、

０
６
（
６
７

８
８
）
２
５
９
７

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
講
座

は
は
は
歯
の
話
】

保
健
師
が
虫
歯
予
防
の
話

を
し
ま
す
。
楽
し
く
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
も
し
ま
し
ょ
う
。

◇
と
き

６
月
３
日

午
前

時

時

◇
対
象
・
定
員

乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
・
十
五
組

（
申
込
先
着
順
）

◇
申
込
方
法

５
月

日

午
前

時
か
ら
電
話
で

【
赤
ち
ゃ
ん
広
場
（
ハ
イ

ハ
イ
タ
イ
ム
）
】

赤
ち
ゃ
ん
だ
け
で
ゆ
っ
た

り
と
遊
べ
ま
す
。
お
母
さ
ん

同
士
の
友
達
も
作
り
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
（
自
由
参
加
）。

◇
と
き

毎
週
木
曜
日

午
後
１
時

分

４
時

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
２
８
）

１
８
０
０
、

０
６
（
６
７

２
８
）
２
４
１
３

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 平成 年 月 日 第 号 （ ）

わんぱくフェスティバルわんぱくフェスティバル

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い

る
お
母
さ
ん
た
ち
を
応
援
す

る
た
め
、
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援

や
育
児
相
談
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
家
庭

で
の
育
児
不
安
を
解
消
し
た

り
、
親
子
で
学
び
あ
っ
た
り

す
る
場
と
し
て
、
民
間
保
育

園
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
園
児
た
ち
の
歌

や
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
、
子
ど

も
た
ち
の
大
好
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
食
育

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

６
月
６
日

午
前

時

午
後
３
時

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ◇

対
象

市
内
在
住
の
就

学
前
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◇
問
合
先

白
鳩
保
育

園

０
７
２（
９
８
４
）８
８

２
７
、

０
７
２（
９
８
５
）

０
４
７
３
（
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

子
育
て
支
援

課

０
６（
４
３
０
９
）３
３

０
２
、

０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
７

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

発芽の実験（鴻池東小学校）

◇
問
合
先

学
校
教
育
推

進
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
６
８

９
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
８



初夏に贈るハーモニー
ひるやすみホールコンサート

フルートとピア
ノの美しい音色を
お届けします（申
込不要）。 とき
６月４日 午後
０時 分 ０時
分（開場は 分前）
ところ 市役所１
階多目的ホール 内容 大鶴華子さん
（フルート・写真左）と五藤由香理さん
（ピアノ・写真右）による ちりとてちん
テーマ曲 愛燦燦 など ※飲食は不可。
■問合先 文化国際課 （ ） 、
（ ）

教科書展示会

平成 年度に使用する教科書を展示し
ます。 とき ６月２日 ７月９日
午前９時 午後５時（土・日曜日を除く）
ところ 教育センター内教科書センター
※上記期間中、花園図書館でも小 中学校
分を展示（午前 時 午後５時、水 木曜
日は午後７時まで。月曜日、月末は閉館）。
■問合先 学校教育推進室 （ ）
、 （ ）

あるこう会

神戸市立森林植物園（雨天時変更あ
り）をバスで訪ねます。 とき ５月
日 ☆長瀬老人センターに午前８時
分集合、午後４時ごろ解散 対象・

定員 市内在住の 歳以上の方・ 人
（申込先着順） 費用 円 ※弁当
を持参。 申込方法 費用を添えて直接
■申込・問合先 長瀬老人センター
（ ） 、 （ ）

春のさつき盆栽展

東大阪さつき研修会が育成したさつき
盆栽を多数展示します。 とき ５月
日 ６月１日 午前９時 午後６時
■ところ・問合先 ももの広場（楠根）
（ ） （ 兼用）

鴻池新田会所

企画展 鴻池の村騒動

明治から昭和初期にかけての資料をも
とに、鴻池の村で起きた騒動など当時の
様子を振り返ります。 とき ５月 日

６月 日 午前 時 午後４時
展示内容 新聞記事、証文（複製）、裁
判所公示板など約 点 入館料 小・中
学生 円、高校生以上の方 円
■ところ・問合先 鴻池新田会所

（ ） 、 （ ）

ビデオな１日

聴覚障害の両親を持つ少女が、音楽を
通してお互いを理解しようとしていく作
品 ビヨンド・サイレンス（日本語吹替
え・字幕あり）を上映します。 とき ６
月 日 午後１時 分 ３時 分 定
員 人（当日先着順） ※１歳６か月
就学前幼児の保育あり（１人 円で、
６月４日 までに要予約・定員 人）。
■ところ・問合先 イコーラム（男女

共同参画センター） （ ） 、
（ ）

エコマーケット

家庭で眠っ
ている贈答品
や、まだまだ
使えるような
日用品を販売
します。 とき ６月１日 午前 時
午後３時 ところ 消費生活センター
■問合先 消費生活センター内消費者

団体協議会 （ ） 、 （ ）

チリトテチン（落語会）

とき ７月６日 午後１時 分か
ら（開場は 分前） 出演 林家そめ
すけさん、森乃福郎さん、桂文福さん、
露の団四郎さん 定員 人（抽選）
費用 円 申込方法 往復ハガキ
（１枚２人まで）に行事名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、５月 日
（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒
近江堂 はすの広場（近江堂）
（ ） 、 （ ）

グリーンパル映画会

映画 幸せのちから を上映します。
とき ６月８日 午後２時 ４時 定
員 人（当日先着順） ※駐車場は
利用できません。
■ところ・問合先 グリーンパル（中

鴻池） （ ） 、 （ ）

市民美術センター

展示室・和室などを貸出し

期間 月２日 来年４月５日
施設 第１ ３展示室（特別展などの期間
を除く）、和室、茶室、会議室 ※会議室
のみの利用はできません。 対象 美術、
書道、工芸、文学、茶花道、手芸などの
発表や展示会 申込方法 ６月１日
７日 午前 時 午後５時に直接（２日
は休館） ※申込多数の場合は抽選。

申込締切後に空き施設があるときは、７
月１日 から受付（申込先着順）。
■申込・問合先 市民美術センター
（ ） 、 （ ）

ドリーム 臨時休館

機器の点検とプラネタリウムソフト
入れ替えのため、６月３日 、４日 は
臨時休館します。プラネタリウムは引
き続き６日 まで休止し、７日 から
夏の新番組 星の王子さま を投影し
ます。
■問合先 ドリーム （ ）
、 （ ）

臨時休館します
花園・旭町・永和図書館

所蔵資料の特別整理のため、次の期間
休館します。 花園図書館 ５月 日
６月２日 旭町図書館 ６月２

日 日 永和図書館 ６月９日
日 ※休館中の本の返却は、市

内各所の 返却ポスト 、または開館中の
市立図書館へ返却してください。また、
休館の２週間前から貸出冊数を 冊以
内、貸出期間を４週間以内に変更します。
■問合先 花園図書館 （ ）
、 （ ） 旭町図書館
（ ） 、 （ ）

永和図書館 （ ） 、 （ ）

法 律
弁護士が相談に応じます。
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付 （ ） 月・水・金
曜午後１時 ４時、第２火曜午後５時
８時（申込先着 人）
【巡回法律相談・各行政サービスセン

ター】 １週間前から電話で受付
（ ） 日下 奇数月の第１木曜
四条 第１・３火曜 中鴻池 偶数
月の第１木曜 若江岩田駅前 第２・
４火曜 楠根 偶数月の第３木曜
布施駅前 第２・４木曜 近江堂 奇
数月の第３木曜 ※いずれも午後１時
４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】

荒本 第２火曜 （ ） 長
瀬 第４火曜 （ ） ※いず
れも午後１時 ４時で、予約制

法 律

人 権 法 律

中 小 企 業
【中小企業振興会】 に関す
る相談 第４火曜 店舗デザイン相談
第４水曜 ※いずれも午後１時 分
４時で、予約制 （ ）
パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】 月 金曜午前９
時 午後４時 （ ）
【ユトリート東大阪】 月・水・金曜
午前 時 午後５時 （ ）
就職にお困りの方の雇用・就労相談
働く意欲があるのに、さまざまな要因
により就職が困難な方の相談に応じま
す。職業紹介・あっ旋は行いません。
【就労支援センター】 永和

（ ） 意岐部 （ ）
長瀬 （ ） ※いずれも月
金曜の午前９時 午後４時
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に
応じます。月 金曜午前９時 午後５時
分 （ ） （社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】 面接相
談（予約制） 火 水 土曜（５週目はなし）

中 小 企 業

パート・労働問題の相談

就職にお困りの方の雇用・就労相談

よ み か き

女性のための相談

午前 時 正午、午後１時 ４時、第４
火曜（休館の場合第３火曜）午後６時 ８
時 （ ） 電話相談 火 日
曜午前 時 午後５時 （ ）
女性のための労働相談
女性の社会保険労務士が相談に応じま

す。職業紹介・あっ旋は行いません。
【男女共同参画センター】 第２土曜

午後１時 ４時（予約制） （ ）
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】 月

金・第１土曜（１・５・ 月は第２土曜）
午前９時 午後５時 分で、予約制
（ ）
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】 月 土曜午前９時 午後９時（土
曜は午後５時まで） （ ）
【いじめ・悩み 番（子ども専用）】
月 土曜午前９時 午後９時（土曜は午
後５時まで） （ ）
【すこやかテレホン】 月・火・木
・金曜午後５時 ８時 日曜、祝日午
前９時 午後５時 （ ）
【休日・夜間子育て相談ダイヤル】
平日 午後５時 分 翌日午前９時
土 日曜、祝日 時間 （ ）

女性のための労働相談

教育・子育て相談など

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

さらなる活動の促進を
コミュニティ助成事業

自治総合センターでは、コミュニ
ティの健全な発展を図るため、宝くじ
の助成金により、地域のコミュニティ
活動に対し助成を行っています。
このほど、市内の団体が助成を受け

ましたので紹介します。

【つつじを多くの人に楽しんでもら
うために 上小阪校区自治連合会】
上小阪校区自治連合会では、同連合

会の区域に位置する上小阪配水場に植
えられている 株のつつじの一般
公開にあわせ、独自のイベントを行う
など、多くの人につつじの花を楽しん
でもらえるよう活動しています。
同連合会は、これまで以上に事業の

充実を図るとともに足の悪い方にも花
を楽しんでもらうため、車いすをはじ
め、テントやマイク、草刈り機などを
助成により購入しました。
■問合先 政策推進室 （ ）
、 （ ）

車いすに乗り、つつじを楽しむ人

【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センタ
ー】 来所相談 月曜（鴻池）、水曜（長
瀬）、木曜（荒本）午前９時 分 午後 時
（予約制） 電話相談 月 土曜午前
時 分 午後 時 （ ） （鴻池）、
（ ） （長瀬）、（ ） （荒本）
花 と 緑 の 相 談
【本庁市民相談室】 草花や樹木など

の相談に応じます（予約不要・来所相
談）。 第２火曜午後１時 分 ４時 分
消 費 生 活
月 金曜午前９時 分 午後５時（電

話相談は午後４時までで、来所時は事前
に電話を） （ ） （消費生活
センター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前 時 午後４時

（予約制） （ ） （交通対策室）
医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の
ための相談に応じます。 月 金曜午前
時 午後４時 （ ）
【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜午後
１時 ４時 分（１人 分以内）で予約
制 （ ）

花 と 緑 の 相 談

消 費 生 活

交 通 事 故

医 療

さんさん

※いずれも無料。祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

※いずれも無料。祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

定 例 相 談定 例 相 談
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河内音頭体験教室

河内・江州踊りを楽しみます。 とき
６月 日 、 日 、７月６日 午後
１時 ３時（計３日間） 対象・定員 市
内在住、在勤、在学の方・ 人（抽選）
申込方法 往復ハガキに教室名、住所、
氏名（ふりがなも）、年齢、電話番号を書
いて、５月 日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

高井田元町 青少年女性センタ
ー （ ） 、 （ ）

市 民 講 座

多重債務問題について、弁護士がわか
りやすく解説します。 とき ５月 日
午後１時 ３時 講師 弁護士 鈴

木嘉夫さん 定員 人（申込先着順）
申込方法 電話またはファクスで
■ところ・申込・問合先 社会教育セ

ンター （ ） 、 （ ）

史跡ハイキング
水車跡と旧跡めぐり

とき ５月 日 ☆近鉄 石切 駅
に午前９時集合、現地で午後３時 分
解散 ※弁当、お茶などを持参。 コ
ース 辻子谷の水車跡や石仏 大龍寺
旧河澄家住宅 日下貝塚周辺 大阪城残
念石 善根寺足立家墓地（約 ）
定員 人（申込先着順） 申込方法
午前 時から電話または鴻池新田会所ホ
ームページ（

）で
■申込・問合先 鴻池新田会所

（ ） 、 （ ）

押し花体験教室

とき ６月 日 午後２時から 内
容 押し花を使った小物づくり 対象
・定員 市内在住、在勤の方・ 人 費
用 円 申込方法 往復ハガキに教
室名、住所、氏名、電話番号を書いて、
６月 日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

南四条町 やまなみプラザ（四条）
（ ） 、 （ ）

ユトリート東大阪

囲碁・将棋 セミナー

【初心者囲碁・将棋入門教室】
とき・講師 ５月 日 、 日 、６
月７日 、 日 、７月５日 、 日
（計６日間） 囲碁 午前 時 正
午・行松靖さん（７段）、見矢明さん（６
段） 将棋 午後２時 ４時・沖元二
さん（６段） 定員 各 人（申込先着
順） 費用 各 円 申込方法 ５
月 日 までに電話で
【ライフプランセミナー】
とき ５月 日 午後２時 ４時
内容 家計改善大作戦 そこが知りた
かった！住宅ローン見直しの巻 ファ
イナンシャルプランナー 上野山典広さ
ん 定員 人（申込先着順） 申込方
法 ５月 日 までに電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 ユトリート

東大阪 （ ） 、 （ ）

くすのきプラザの教室

【草木染を楽しむ】
草木を原料として、スカーフを染めま

す。 とき ６月 日 午後３時 ６
時 講師 草木染作家 奥野和義さん
対象 歳以上の方 費用 円
【エアロビクス やせたいシニアの方

のために】
とき ６月 月の第２火曜日 午前
時 分 正午（計６日間） 講師 日
本エアロビック連盟公認指導員 稲庭友
紀子さん 対象 歳以上の方 費用

円
◇ ◇

定員 人（抽選） 申込方法 往復
ハガキに行事名、住所、氏名、電話番号
を書いて、５月 日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

岩田町 くすのきプラザ（若
江岩田駅前） （ ） （ 兼用）

初心者切り絵教室

とき ６月 日 ８月 日の隔週水
曜日 午前９時 分 時 分（計６日
間） 対象・定員 市内在住の 歳以上
の方・ 人（申込先着順） 費用 円
■ところ・申込・問合先 長瀬老人セ

ンター （ ） 、 （ ）

ふれあい講座

６月から来年２月まで開講します。楽
しく学びませんか。 とき・内容・定員
月曜日 カラオケ・ 人、健康体操・
人、アートフラワー・ 人 火曜

日 編み物（経験者）・ 人、洋裁・ 人、
茶道・ 人 木曜日 編み物（初心
者） 人 金曜日 書道・ 人 ☆お
おむね午後７時 ９時（計 日間） ※各
講座とも材料費が必要。 申込方法 月
日 までに電話またはファクスで
■ところ・申込・問合先 荒本人権文

化センター （ ） 、 （ ）

スポーツエリア花園クラブ

スポーツ教室

７月までの計７日間開講します。 内容
とき サッカー ５月 日から毎週火
曜日 午後３時 分から キッズテニ
ス 月 日から毎週金曜日 午後 時
分から ラグビー ５月 日から毎週
土曜日 午後 時から ところ 花園ラグ
ビー場人工芝グラウンド 対象 ５歳児
小学校６年生 費用 年会費 円、
受講料 円（サッカーは 円）
【グラウンドゴルフ練習会】
とき 毎週月・木曜日（祝日を除く）

午前９時 時 ところ 花園中央公園
芝生広場 対象 市内在住の方 費用
年会費 円、月会費 円

◇ ◇
申込方法 教室名、氏名、年齢（学年）、

電話番号を電話または メール（件名に
スポーツエリア と記入）で
※クラブ運営スタッフ（高校卒以上の

方）を募集しています。
■申込・問合先 スポーツエリア花

園クラブ クラブハウス（ラグビー場南
側） （ ） （月曜日の午前
時 午後１時、金曜日の午後２時 ３時
分）、 メール ＠

クラブマネージャー 梶田
（ ）
■問合先 青少年スポーツ室

（ ） 、 （ ）

市民文化芸術祭実行委員

来年３月６日 から８日 まで市民会
館で開催する市民文化芸術祭の実行委員
を募集します。 対象・定員 市内在住、
在勤で文化・芸術に関心があり、月１回
の会議と開催期間に出席できる 歳以上
の方・ 人 応募方法 ハガキまたは封
書に住所、氏名、年齢、電話番号、実行
委員としての抱負を書いて、５月 日
（必着）までに郵送
■応募・問合先 〒 ・ 長堂

社会教育センター （ ）
、 （ ）

食の安全・安心

啓発ポスターと標語の作品

食生活の安全・安心の確保 をテー
マに、ポスターと標語を募集します。次
の内容から自由に創作してください。
内容 食中毒予防を目的としたもの
（食中毒予防三原則について） 正し
い食品の表示 食品取扱者の衛生
食品関連事業者の自主衛生管理など

規格 ポスター ４つ切り画用紙
標語 ハガキまたは封書 応募方法
ポスターは裏面に住所、氏名（ふりがな
も）、年齢、職業（小・中学生は学校名、
学年、組）、電話番号を書いて、６月６日
（必着）までに郵送 ※入選作品の著

作権は 大阪食品衛生協会に帰属し、応
募作品は返却しません。また作品の評価
などは公表しません。
■応募・問合先 〒 ・ 大阪

市中央区伏見町 大阪食品衛生
協会 （ ） 、 （ ）
〒 ・ 岩田町 食品
衛生課 （ ） 、 （ ）

やまなみ音楽祭出演者

７月 日 に開催するやまなみ音楽祭
に出演しませんか。 対象 市内在住、
在勤の方または団体 応募方法 代表者
の住所、氏名、電話番号、曲名（ジャンル
は不問）、楽器、演奏人数を書いて、
曲録音したカセットテープ、 または
のいずれか（返却不可）を添えて、５

月 日 （必着）までに郵送または持参
■応募・問合先 〒 ・ 南四条

町 やまなみプラザ（四条）
（ ） 、 （ ）

多重債務者法律相談

借金の返済・多重債務の問題などにつ
いて、弁護士・司法書士が相談に応じま
す。 とき ６月 日 午前 時
正午 午後１時 ４時 ※１人 分
以内。 対象・定員 市内在住の方・
人（申込先着順） 申込方法 ６月２日
午前９時から電話で
■ところ・申込・問合先 消費生活セ

ンター （ ） 、 （ ）

行政書士による相談

とき ６月３日 午後１時 ４時（予
約不要で、受付は午後３時 分まで）
内容 遺言、相続、内容証明や各種契約
書の作成、建築業などの許・認可申請、
外国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課
（ ） 、 （ ）

１級建築士による相談

とき ５月 日 午後１時 ４時（予
約不要） ところ 市役所１階相談室
内容 建替え、耐震、アスベスト、リフ
ォーム、シックハウス、欠陥住宅など
※住宅の耐震診断・改修補助申込みの受
付もしています。
■問合先 指導監察課 （ ） 、
（ ）

特設人権相談

とき ６月２日 午後２時 ４時
ところ 高齢者サービスセンター
■問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 （ ） 、 （ ）

英会話学校に通っていたが倒産し
た。クレジットの支払いを止めたい
エステの契約をしたが閉店して利用

できない。現金で一括払いしたが、利
用していない分はどうなるのか。返金
してほしい という相談がありました。
最近、英会話学校やエステなど、長

期にわたってサービスを提供する業者
が倒産したという相談が多く寄せられ
ています。
クレジット契約をして支払いが済ん

でいない場合は、クレジット会社に手
続きすることにより、今後の支払いを
停止することができます。すでに現金
やクレジット払いが済んでいても受け
ていないサービスがある場合は、債権
者として裁判所や破産管財人に破産債
権者届を出すことができますが、配当
はほとんど期待できません。
また、別の業者が倒産した業者の顧

客を引き受けて、代替サービスを提供

する場合がありますが、新たに金銭を
要求されることもあります。
契約するときは、次のことに注意し
ましょう。 利用する業者の情報を
調べて、契約期間や内容を十分検討す
る 最初から長期の契約は避ける
クレジット契約は手数料がかかる
別業者の代替サービスは内容や費

用、条件などを確認する
【強引な浄水器の取付けに注意！

緊急度レベル★★★★☆】
最近、浄水器を使用している高齢者
宅に業者が訪ね、強引に別の浄水器を
取り付けて本人を金融機関へ連れてい
き、高額な代金を支払わさせる被害が
続出しています。契約書も渡さず現金
を支払うとすぐに姿を消し、業者名も
不明です。被害にあわないように注意
しましょう。
■問合先 消費生活センター

（ ） 、 （ ）

利用していた業者が倒産
緊急度レベル★★★★☆

くらしのくらしの
緊急情報緊急情報
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地
球
温
暖
化
、
森
林
の
減
少
、
水
質
の
汚
染

。

地
球
温
暖
化
、
森
林
の
減
少
、
水
質
の
汚
染

。

地
球
の
自
然
環
境
は
、
多
く
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

地
球
の
自
然
環
境
は
、
多
く
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

美
し
い
地
球
を
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
い
で
い
く
た

美
し
い
地
球
を
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
い
で
い
く
た

め
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し

め
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環境について考えよう環境について考えよう

環
境
問
題
に
取
り
組
む
市
民
や
団
体
に

よ
る

市
民
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

市
内
小
学
生
に
よ
る
環
境
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
を
は
じ
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
も

体
験
で
き
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ま
た
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
や
リ
サ
イ
ク
ル
堆

肥
の
配
布
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
ふ
わ
ふ
わ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
も

登
場
。
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
も
同
時
に
開

催
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
合
っ
た
環
境
に
や
さ
し
く
な

れ
る
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
参
加
と
同
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
】

牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
す
。
参
加
し

な
が
ら
エ
コ
を
実
践
し
ま
せ
ん
か
。

◇

◇

◇
問
合
先

東
大
阪
市
民
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
９
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ

野田市長と握手をする大隈隆明
主将（左）と重光泰昌副主将（右）

こ
の
ほ
ど
、
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
に
復
帰
し
た
近
鉄
ラ
イ
ナ

ー
ズ
の
選
手
二
人
と
中
谷
誠

監
督
ら
六
人
が
市
役
所
を
訪

れ
、
野
田
市
長
に
喜
び
を
報

告
し
ま
し
た
。

近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ
は
、
近

鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
を
本
拠

地
に
す
る
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
。
ラ
グ
ビ
ー
場
の
完

成
と
と
も
に
昭
和
４
年
に
創

部
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
三
度

の
日
本
選
手
権
を
制
し
て
い

ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の
ト
ッ

プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
優
勝
し
、

四
季
ぶ
り
に
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

へ
復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

野
田
市
長
が

市
を
あ
げ

て
応
援
し
ま
す
。
関
係
団
体

な
ど
に
声
を
か
け
て
フ
ァ
ン

を
増
や
し
ま
し
ょ
う

と
選

手
に
エ
ー
ル
を
送
る
と
、
一

戦
一
戦
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気

持
ち
で
勝
ち
に
行
き
た
い
で

す

と
今
季
に
か
け
る
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

総
合
卸
商
業
団
地
と
し
て

六
十
社
以
上
も
の
企
業
が
入

居
す
る
大
阪
金
物
団
地
（
金

物
町
）に
、こ
の
ほ
ど
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

金
物
団
地
で
は
、
近
年
事

務
所
荒
ら
し
や
車
上
ね
ら

い
、
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど

の
犯
罪
が
増
加
。
安
全
な
地

域
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
、
大

阪
金
物
団
地
協
同
組
合
（

橋
由
紀
子
理
事
長
）
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
十
六
台
の
設
置
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
は
、
団
地
が
並
ぶ

敷
地
出
入
り
の
道
路
と
、
中

心
を
走
る
通
り
な
ど
に
設

置
。
撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、

犯
罪
な
ど
が
発
生
し
た
と
き

に
の
み
使
わ
れ
ま
す
。

橋
理
事
長
は

こ
れ
を

機
に
地
域
の
防
犯
意
識
を
高

め
、
安
心
し
て
事
業
を
進
め

ら
れ
る
金
物
団
地
に
し
た

い

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

市
立
小
・
中
学
校
を
対
象

に
実
施
し
た

東
大
阪
市
地

球
温
暖
化
対
策
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

で
、
優
秀
賞
と

佳
作
に
選
ば
れ
た
児
童
・
生

徒
ら
七
人
に
、
こ
の
ほ
ど
野

田
市
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

八
百
三
十
四
点
も
の
応
募

作
品
か
ら
、
優
秀
賞
に
は
楠

根
中
学
校
一
年
生
中
村
望
さ

ん（
写
真
後
列
左
）、
藤
戸
小

学
校
六
年
生
倉
元
早
也
夏
さ

ん（
後
列
右
）、縄
手
北
小
学
校

四
年
生
濱
家
翔
平
さ
ん
（
前

列
左
）が
、佳
作
に
は
石
切
中

学
校
二
年
生
野
田
菜
摘
さ
ん
、

上
四
条
小
学
校
五
年
生
前
田

梓
さ
ん
、
八
戸
の
里
小
学
校

四
年
生
眞
田
実
咲
さ
ん
、
森

河
内
小
学
校
三
年
生
巽
朱
音

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

野
田
市
長
は

こ
れ
か
ら

も
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学

び
、
省
エ
ネ
な
ど
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
し
て
く
だ
さ

い

と
激
励
し
ま
し
た
。

な
お
優
秀
賞
の
三
作
品
は

ポ
ス
タ
ー
に
し
、
市
立
学
校

園
や
施
設
に
掲
示
し
ま
す
。

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞

時
の
も
の
で
す
。

受賞者を表彰

温暖化対策ポスター

安
全
な
ま
ち
を

金物団地内の道路などに
設置された防犯カメラ

昨年のにぎわい。あなたも楽しみ
ながら環境について学びませんか

作品を手にした児童・生徒ら７人




